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資材と商品の流れを効率的にコントロールするためのデー

タプラットフォーム 
 

 「deTAGtive」が、透明性のあるヤードマネージメントを実現 

 リソースを節約し、プロセスを加速 

 新しいハードウェアタグである「deTAGtive Call Button」が、

OPENMATICSアセットトラッキングソリューションを強化 

テレマティクスを活用して個別のシステム（例えばフリート、ロジスティックス

プロセス、貨物または事業プロセス管理システム）を効率的にネットワーク

化する事は、急速に進行するデジタル化において重要なステップです。ZF

のコネクティビティーソリューションであるOPENMATICSは、資材および商
品の管理を可能にすると同時に、配送や物流プロセスを漏れなく記録し、ネ

ットワーク化します。新しいハードウェアタグ「deTAGtive Call Button」により、

OPENMATICSはアセットトラッキングソリューションを強化します。それによ

って現在の製造現場においても、将来の柔軟でスピードの速い製造工程に

おいてもインダストリー4.0を可能にします。 

 

アセットトラッキングソリューション「deTAGtive」は、Microsoft Azureをベース

としたクラウドコンピューティングプラットフォームが中心的役割を担っていま

す。このデータプラットフォームは、「Commercial Vehicle Outlook Congress

（商用車未来会議）」において「ドイツ・テレマティックス賞 2018」を受賞しまし

た。特に、車両のネットワーク化による効率的な配車や、商品の効率的管理

への貢献が評価されました。Bluetoothスマートテクノロジーを装備したハー

ドウェアタグは、工場および事業所の建物内で資材および商品の動き全体

を管理します。責任者は、運搬、車両、ロット、および積込み/積下ろしプロ

セスの全体像をいつでも把握できます。そのように、OPENMATICSは、透明

性のあるヤードマネージメントを可能にし、同時に作業プロセスを最適化す

ることで時間と費用を節減します。 

 

パイロットプロジェクト：Dachser社がコネクティビティーソリューションのメリッ

トを活用 

物流サービス業者であるDachserは、ヤードマネージメントにOPENMATICS

アセット・トラッキング・システムを活用しています。‘テストプロジェクトにおい

て、事業所敷地内へのコンテナの出入りを記録しています。「deTAGtive」は、

敷地のゲートから建屋のゲートまでのうち、どこにコンテナが位置しているか

を正確かつリアルタイムに把握することを可能にします。自動識別と位置確
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認機能が、コンテナ取扱いの時間的コストを削減するだけでなく、それに続く

内部オペレーションプロセスをも簡素化します。 

 

「アセット・トラッキング・ソリューションは、Bluetooth Low Energy（BLE）ととも

に、さらに多くの用途を提供してくれます。コンテナの識別と位置確認は、最

初の一歩にすぎません」とシュテファン・ホームは述べます。彼は、Dachser

社において「研究開発部門のコーポレート・ソリューション」を統率していま

す。  

 

「deTAGtive Call Button」が効率的な材料調達を可能に 

新しいハードウェアタグ「deTAGtive Call Button」により、OPENMATICSは、

アセットトラッキングソリューションを強化し、現在の製造現場においても、将

来の柔軟でスピードの速い製造工程においてもインダストリー4.0を実現しま

す。なぜなら、これは組み立てラインに直結する材料自動運搬ユニットに組

み込まれているからです。この仕組みによって物流における価値創出プロ

セスを単一のシステムで完全に制御することができます。従来のハードウェ

アタグは、主に車両、貨物および輸送プロセスや材料および商品の監視に

使われてきました。一方「deTAGtive Call Button」は、生産工程全般におけ

る材料調達の状況把握を可能にし、社内におけるロジスティクスを包括的で

インターアクティブに管理できるソリューションを提供します。材料が必要に

なっても、製造ラインのスタッフは、ハンドスキャナーをいちいち利用する必

要はありません。作業している場所でボタンを押すだけで完全ペーパーレス、

かつプロセスを気にせずに発注することができます。 

 

これらのコール・ボタンは、Bluetooth経由でも機能し他の端末装置やシステ

ムとも互換性があります。したがって材料調達は、ジャスト・イン・タイムで最

短時間かつ必要に応じて行われます。信号機のように機能する「deTAGtive 

Call Button」上の LED表示を通じて、スタッフはオーダーの状況を直ちに認

識する事ができます。グリーンはオーダーが処理中であることを、イエロー

は材料が注文され納入中であることを、レッドは現在オーダーできないこと

を意味します。OPENMATICS担当のジェネラルマネージャー、トーマス・レッ

シュは、「deTAGtive Call Buttons」のメリットを次のように説明しています。

「インダストリー4.0は、製造および材料調達に関してはデジタルで、スピー

ディー、そしてフレキシブルなネットワークを必要としています。deTAGtive 

Call Buttonは、それに対応するソリューションを提供します。設置もシンプル

で、フレキシブルに使用できるように設計されており、ボタンを押すだけで必

要に応じた材料調達が可能です。製造工程においても製造ロジスティックス

においても多様な用途が考えられます。」 
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画像の説明： 

OPENMATICSの「deTAGtive」は、透明性のあるヤードマネージメントを実現

します。 

 

写真：ZF 

 

本件に関するお問い合わせ先： 

Fabiola Wagner

Head of Aftermarket Communications 

Tel. +49 9721 4756-110, Fax: 4755-658,  

E-mail:fabiola.wagner@zf.com

 

コーポレート・コミュニケーション 中村典子 

JapanPresse.TKY@zf.com 

 
 

ZF Friedrichshafen AGについて 

ZFは 駆動系、シャシ・テクノロジーおよびアクティブ&パッシブ・セーフティ・テクノロジーの分

野で世界をリードする自動車関連部品のグローバル・サプライヤーです。総従業員数はおよ

そ 14万人、世界 40 カ国に 230 の生産拠点を展開しています。2017 年のグループ総売上は

暫定で約 360 億ユーロです。新たな価値を生み出す革新的な製品を提供し続けるため、ZF 

では毎年、総売上の約 6 パーセントを研究開発に投資しています。また、ZF は、世界最大の

自動車サプライヤーの 1 社です。 

 

ZFは、くるまの「見て、考えて、動かす(see, think, act)」を可能にします。その技術により、ZF

はビジョン・ゼロ（交通事故ゼロ）やエミッションフリーのモビリティの世界に向けて取り組んで

います。 幅広いポートフォリオを持ち、自動車、商用車、および産業技術分野におけるモビリ

ティとサービスを進化させていきます。 

 

プレス関係者向け詳細情報および画像データ等はこちらをご覧ください www.zf.com 
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